A Study on the Development of Attachment in Infancy : Infant day care and Attachment behaviors by 岩堂, 美智子 & 山崎, 智子
大阪市立大学生活将学部紀要・第36巻(1988)
-189ー
乳児の愛着形成に関する一考察
一保育所乳児の観察をとおしてー
岩立美智子・山崎智 f
A Study on the Development of Attachment in Infancy 
一一 Infant day care and Attachment behaviors一一
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問 題
1 Î友 6 か月児健診が定nしてくるに従いt~質的F積雪
ならびiζ極綿な保合im境上の問題点が認められぬにもか
かわらず，言語発注の遅れを示す子どもが注目されるよ
うになってきた。乙れらの子どもたちの生育匿をふりか
えると， 0成後半期から明確に認められるようになる母
鋭への後追いや「人見知りJと呼ばれる，良〈知ってい
る袋育者と他の人とを見わける行動がみられなかった，
という共通点が浮かび上がってくる。
筆者らは 1J r言語発速に遅れのみられる子ども」を対
象K数年来母子教宅を闘m;しているが，ζの教室IC米所
する子どもの中にも，ヒ述した傾向をもっ子どもは少な
くなし、。しかも乙れらの子どもたちは日中母親と一緒に
過している乙との意味が深く問われぬが般に，このよう
な状況を示しているのである。
Bowlby， J. は 「愛着」を強い情緒的結びつきを
特定の相手IC対して起乙すという入閣の傾向のひとつと
してとらえ，愛着行動とは自分とは5JIJの.好空しい，一
般により強くて賢いと身えられる個体に俊近し，その関
係を維持する穏々の行動を指す，と述べている。また高
橋は 3)r愛着Jとはある人が他の人びとに対して精神的
iζ結びつきたいという欲求を持つ状態と述べ，乙れは人
聞に対してプラスの方向て、の関心を持つ乙とであり対人
行動の中でもっともifi12な耐だといってもよいものであ
る，と説いている。
乙の両者の「愛nJの続念説明にもみられるように，
近年，人間の社会的行動の重要なーっとして関心が払わ
れるようKなった愛将行動は，単iζ母とチの情緒的な結
びつきをさすのにととまらず，人聞が人聞社会の中でU
定的な人間関係をもって生きょうとする時の原砲ともい
えるものである。また愛着ー行動は. 0 ~長期にその開始j羽
が認められる乙とから，今日では乳児研究の大きなテー
マとなり，質的IC r母子関係J を出J~ 、仰す際の鍵概念と
して用いられている。
乳幼児期の保育か語られる時， ζれまで一般的には，
あまりにも僧純ICチどもの続神発注上必要なものとして
「母子関係jがとりあげられ，母貌による育児行為が不
uJ欠であるとされてきたきらいがあった。母親が家庭で
育児をしているにもかかわらず， r変心行動」のみられ
ぬ子ともの存在は，あらためて私たちに人間関係におけ
る「関係」の滋味するξ乙ろを問いかけてくる。
口頭にあげた f言語発速に遅れのみられる子ともJの
中には，生後)年日の生活において益育者と情緒的な結
びつきを得る乙とができず，有意味必の習得K至IJらなかっ
た者がいる乙とが般iJlIJされる。 Rulter，M.4)は，乳
児の示す変幻行動t乙応答してくれるパートナーが見つか
らない，あるいはそのバートナーが熊関心や反応欠如の
態度をとる湯合には，愛着行動は締築されなくなる，と
述べているが，乙の乙とは母親が傍IC~、たとしてもお乙
り得る可能性がある。言語発注遅滞児の回顧的研究ICお
いてもU，生後3カ月時点の「崎n苦Jの発生は普通児と
同様である乙とが指備されており，むしろその後の養育
者との般紙的応答の有無が鴨語の活発化や有意味語の習
得に影守撃を放ぼしている乙とが推測されるのである。
本研究は， 0歳児を総統観察する中から，乳児の愛宕
行動はとのように形成されていくかを係ろうとするもの
である。乙乙では，上述した主として家庭保育にみられ
る母と子の11常とは対照的な育ち}jをしている子どもた
ちを観察対象として選んだ。即ち本研究は，0歳早期か
ら保育所に入所し，日中，集開保育を経験しつつ乳児期
を過すで子どもたちが，どのように愛着を形成していくの
〕???、
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かを調査し，乳児の愛着行動とその形成について問題提
起を試みようとするものである。既Ir先行研究として報
告したものを要約すると， (1)保母によるチェックリ
ストを用いた継続観察においては.U保育所乳児は「仲
間J(同じ保育所の年長児〉に対して，大人に対するよ
りも早く快の反応を示すようになる。しかも， r人見知
りJが強くなるとされている月齢において，他児への快
の反応が生じる場合が多b、。また母親へのアタッチメン
卜と保母へのそれはおよそ閉じ頃Ir成立する，乙となど
が示唆された。(2 )保母以外の実験者が第三者として
保育所におもむき，生活の諸場面別Ir保育所乳児が f保
母Jr仲間Ji訪問者」とかかかわる様子を継続観察し
た結果においては7)i食事場面」や「就寝湯函Jでは対
象児が，かかわる人物ILよって特に異なる反応を示す乙
とが少なかった。アタッチメントの成否が認められやす
かったのは「遊びの場面」であった。また，乳児たちは
生後3カ月頃から「仲間」に関心を示しはじめ，以後活
発なかかわり合いを続けながら生後8-9カ月頃には，
「仲間Jと「訪問者」を区別するに至るととがわかった。
乙の報告では対象児が男児1名，女児7名と，男児が少
なかったので，本研究ではζのデータにさらに男児を追
加し，あらためて考察をおζなう乙とにした。
「親JIr対してのみならず， i保母」にも「仲間JIL 
も，そして「訪問者JILも愛着行動を示す可能性をもっ
乳児のO歳期の発途過程をみていく中から，養育者なら
びに保育環境要因の軍要性を街嫡していきたい，と考え
る。
目 的
保育所乳児が，日常生活を共にしている「保母」や
「仲間JIL対して示す愛着行動の変化過程を継続観察す
る。
さらに，見慣れぬ「訪問者JIr対する愛着行動につい
ても実験場面を設定して継続的に観察し， i保母jや
「仲間JIL対する場合との相違を検討する。次IL，乙れ
らの検討をとおして，乳児の愛着行動の形成に関して養
育者が配慮すべき諸点を考察する。
方 法
1.対象
1. 0歳早期から保育所に入所している15名の乳児
(男児8名，女児7名，観察開始月飴1カ月21日-7カ
月9日)を対象とした。かれらは観察開始時』とまだ人見
知り行動があらわれていなかった乳児である。
2.さら』ζ，入所が生後6カ月以降であった者，およ
( 2) 
び観察開始時，既に人見知り行動があらわれており，月
齢も満1歳IL近L、かあるいは 1歳を越えている乳児9名
(男児5名，女児4名，観察開始月齢7カ月-1級2カ
月)を，参考クツレープとして対象に加えた。かれらは 1.
のグループと同じクラスにいた高月齢児である。
なお，対象児たちは，大阪府下の民間保育所2闘にあ
る三つの乳児クラスの子どもたちである。
1 .研究方法
1 .対象乳児のいる保育室において， 2週間に一度，
対象児が機嫌の良い状態でいる自由時間帯Ir，戸かけを
したり遊びに誘おうと試みる「保母Ji仲間Ji訪問者j
のそれぞれに対して，対象児の示す行動を観察記録する。
2.観察当日およびその前後の対象児の健康状態なら
びに保育所・家庭での機子を担任保母より聴取し，参考
資料とする。
3.観察結果の整理
本研究では，愛着 (attachment)を，人間に対するプ
ラスの方向での結びつきと定義し， A.おもちゃを介し
た場合， B.おもちゃを介さない場合の雨場面において.
対象児が示した行動を次の三つに分類した。
<アタッチメント・プラス>
相手を見てよく笑う。声をあげて笑う。手足をパタバ
タさせて喜ぶ。近寄ってくる。相手の身体に寄ってきて
抱かれようとしたり，っかまり立ちする。おもちゃを受
け取って遊ぶ。積極的におもちゃに関心を示す，など。
<アタッチメント・マイナス>(図では.印で提示)
抱っ乙しようと手を出すと泣く。自が合うと顔を隠す。
近寄られると不快な表情を示す。逃げる。不機嫌に泣き
続ける。手をふりほどく。おもちゃを見て泣く.など。
<どちらともいえない>(図ではO印で提示)
じっとB請をみているが，はっきりした感情が示されず
上記のいずれにも判別できない行動をさす。対象児の月
齢が低い観察開始当初，ならびに「人見知り」反応出現
の前後Kよくみられた。
fi.調査期間
1985年5月からH渇6年1月まで，および1986年4月か
ら1987年2月までの二年次にわたって継続観察した結果
をまとめた。対象児一人当たりの観察回数は平均14回で
ある。
結 果
I.おもちゃを介した場面
1. i保母」に対して(図 1) 
図ではどれも， 15名の対象児の観察継続期聞が綴一線
で示されている。そして.印はくアタッチメント・マイ
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図 1 A おもちゃを介した場合 ①但任保母fC対して
13 14 15 「一一一II1・17
月 1ft骨
ナス>.0印はくどちらともいえない>と分類された行動 の聞に6名 (40%)が<アタッチメント ・マイナス>を
を示した対象児の該当月齢を示している。 示した。番号w-⑦までが女児，③~⑬が男児であるが，
「保母Jfと対しては，②④の二児のみが各l回・印を マイナスを示した男女比は3人ずつで，大差はない。但
示した。乙の2名はいすれも当日寝不足や身体の不調で し男児(制施)の方が継続して・印が観察されている。
一日中機嫌が悪かった子どもである。その他はどの対象 s.おもちゃを介さない場面
児も観察開始の当初から終了時まで，ほとんど<アタッ 1. i保母Jに対して (図4) 
チメン ト・ プラス>に分類される積極的な愛着行動を 先の場合とほぼ同じである。身体の不調であった②④
「保母JIC示した。 のみが.印を示した@
2. i仲間Jに対して(図2) 2. i仲間」に対して
2か月から3か月児の観察例が少ないのは，危険を伴 先の場合より・印の例数がふえ.6カ月から10カ月の
うという理由から，年長児がおもちゃを介して低月齢児 聞に集中している。いずれも女児である。乙れらはし、ず
にかかわる機会がほとんどないためである。図2で・印 れも不慮のできごと(他の子どもが誤って手足を踏む，
があるのは身体が不調だった④の l名のみである。第 l 倒れかかる)のために7 イナスの行動が観察されたもの
回観察時にはくどちらともいえない>に分類された行動 である。
を示した対象児が三分の三みられたが，あとは [保母J :._.方.3カ月からi{中間」とのかかわりが観察可能で
に対してと同様. i仲間J(年長児または同級の高月齢 あった6名の中4名が.6カ月未満より<アタッチメン
児のかかわり)に対しでも積極的な愛着行動を示した。 卜・ プラス>を示した。
3. i訪問者jに対して(図3) 3. i訪問者」に対して
生後6カ月までは，三分の二の対象児がくとちらとも Iの場面にくらべ<アタッチメント ・マイナス>を示
いえない>行動を示したものの，あとは<アタッチメン す回が増加している。 5カ月後半から13カ月までに.印
ト・プラス>が継続して観察された。 7カ月から1カ月 が生じた乳児は 9名 (60$ぢ)である。男女比は4対5.
( 3) 
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図6 B おもちゃを介さない場合 ③訪問者に対して
男児』ζ.印が継続する傾向がある。おもちゃを介さない た。
湯面の方が，より早く<アタッチメント・マイナス>行
動が示される乙とがわかる。
.印を示さなかった6名の中で.<どちらともいえな
い>もまったく見られず， 一目して「保母Jf(対するの
と同様の<アタッチメント ・プラス>を示し続けたのは
1名 (男児)のみであった。
.印の持続期間は保育所乳児たちの「人見知り」の期
間とみなされるが，その開始月齢は早い乳児で5カ月半，
遅い乳児で10カ月前後である。また終了月齢は9カ月か
ら12カ月であり .0歳後半期の 1カ月間から長い子ども
で4カ月間ぐらいが見知らぬ人に敏感な反応を示す期間
であることが示されている。
4.高月齢児の場合一「訪問者Jに対して (図7)
7カ月から 1歳2カ月の高月申告児9名については，
f訪問者Jが実験的にかかわった場合のみを観察記録し
た。 9名の中3名 (33%)が<アタッチメント・ 7 イナ
ス>を示Uた。他の6名は.<どちらともいえない>か
ら<アタ γチメント ・プラス>へ移行していった。
3と4を通して.24名中. 1歳を過ぎて以降も「訪問
者J1 :・印を示した者は 2名(男児 1.女児 1)であっ
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I. r保母」に対する愛着行動について
本研究の観察対象となった乳児たちのいる乳児クラス
は，途中入所児も受け入れるため，年間5名から9名の
子ども集団でなりたっており ，担任保母は複数で常時2
-3名が保育にかかわっている。主担の保母の他，常K
身辺の世話をしてくれる但任保母のいずれに対しでも，
手U尼は積極的な行動を示す。給食やおやつが終ったあと，
まだ一人では自由に移動ができず，床にうつ伏せの姿勢
でキョロキョロ周囲を見ていたり，固定いすに座って
じいっとしている対象児の傍に手が空いた保母がやって
きて戸をかける。とたんに保母の顔をみて婚しそうに発
声したり，手足をばたばた躍動させる乳児の姿が観察8
れる。乙ういった盗は月齢の推移と共f(ますます明確に
なる。本研究の対象児はし、ずれも身体不調の回を除き，
一貫して早期から保母に対して積極的な愛着行動を示し
た訳であるが，乙れはとりわけ，観察場面が自由遊び湯
面であった乙とと関連している。先の報告では，食事局
面，就寝湯函と遊び湯函での愛着行動を比較したが，
( 6) 
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図7 高月紛児の場合一 「訪問者J1ζ対して
OIl長期の食事場面は，雛乳食の給食が段階を追って進ん
でいく時期と重なる乙ともあり，新しい食物に低抗を示
し，r保母J1:対しでも拒否的態度をみせる乳児が何名
かみられたのである。 ζの現況の愛着行動は「生活場面」
よりも「遊び局面Jの方に観察されやすい，という側面
は，0歳紛の愛.uの発達を考慮する際の着眼点として活
用され得るであろう。例えば保育所乳児においては，食
事，~眠，排池などの世話iζ 「保母」の主力が注がれる
ばかりでなく ，積極的な「遊び」のパー トナーとしての
保母の役割が重視される必要がある。子どもに対する保
母の配i町規慣も，乙の役割を組み込んで考えられねばな
らなし、。
また，彼数の保育者が同時に手U尼iとかかわる「保育所」
においては，保母が没個性的な獲し方をする乙とはむし
ろ避けた方が良い。 0銭前半期(人見知り反応が生じる
以前)より，保母のそれぞれが個性的な養育者として乳
児との聞に明縫な愛若関係を育てるよう，意図的な対応
を試みる乙とが望まれる。
総本は8〉，保育所児たちが母親をアタッチメント像と
して選んでいる一方，母貌不在の間は保育者との代倖ア
( 7 ) 
タッチメント成立が可能である，(律線筆者)と述べてい
る。
土産省はしかし，r代瞥Jとしてでなく ，母親の他κ乳
児が積極的に愛着をもち，かっ保持し得る大人の一人と
して「保母」の存在を位置づけたい，と考える。そして，
本研究の観察結果が示すような， 保育所生活において継
続してみられる乳児の「保母J1:対する愛着行動を，強
化し安定させるための保育方法を，保育活動の検討に際
してさらに考慮することを勧めるものである。
Schaffer， R.は，また9)r子どもは，養育の両一
性 (uniformity)を必要とはしないが，養育の一目性
(consis tency)は必要とする。 Jと述べ，一日の保育
プログラムの中で，大人が子どもとどのような質の相互
作用を展開させるかを重視している。愛着形成の過程で
くり返し乳児と出会う一定の大人たちの力盆が問われて
いるのである。
o. r仲間Jに対する愛着行動について
従米乳児期においては，子ども間の愛着行動について
は深く問われる乙とがなかった。しかしながら，対象児
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よりも少し月齢の高い乳児が，あるいは年長の他クラス
の子どもが，対象児にかかわった時に，どのような行動
が生起するかは，異年齢集団の交流ILカを入れている保
育所では早くから注目をし，集団保育の利点としてとり
あげていると乙ろである。乳児は早期から「仲間JIL関
心を示しはじめ， i仲間Jに近寄ろうとし， i仲間Jの
働きかけに快の反応を示す。身体のぶつかり合い，玩具
のとり合いなど，一日の時間の流れの中では不快な出来
事も少なくないにもかかわらず，愛着行動は継続する。
乙の点は 6カ月ぐらいまでは f訪問者J1ζ対しても問機
の積極的な行動を示していた対象児が，次に述べる「人
見知り」反応で明確1ζ 「訪問者」をm否する時期に一回
あきらかになる。
「訪問者」の湯合は，愛着の対象に選択されるべく ，
意図的IL働きかけているにもかかわらず6カ月あたりか
ら<アタッチメン ト・ マイナス>の時期を迎えるにいた
る。一方， iイ中間Jの場合，ζの時期lζ.印が集中する
傾向は似ているのであるが，それは積極的にかかわり合っ
た結果の副次的要因で引き起乙されたものである。 ζζ
では特に 「這い遣い」という移動の力を身につけた乳児
が， i仲間」の働きかけとタイミングが合わず.もつれ
合って不快な身体刺激を経験してしまうという例が多く
みられた。さらに・印が女児iζ多くみられた点について
は，乙の月齢での不快な身体刺激に対して，女児の方が
より敏感に反応するととを示唆している。
Becker， J，lω やMueler，E，およびBrenner，
J .lllは，特定の同輩との経験が多い乳児は，そうでな
い乳児より新しい仲間に対して大きな関心を示す乙とを
指嫡し，特定の同筆との反復的な経験は，仲間関係の必
要条件であると述べている。乙れらを考え合わせると，
生後7カ月から10カ月の困難な時期に子ども問の愛着行
動の継続性を切ってしまわぬ保母の配慮が求められる。
が「人見知り」反応を何らかのかたちで示したのである。
保前南見の「人見知り」は「訪問者J(見知らぬ人)
の出現で明らかにされた訳であるが，一方かれらの「人
見知り」行動は激しいものではなく，その持続期間1も短
いという特徴をもっ。 Kotelchuck，M!2)は家庭保育
児の場合であっても父親をはじめ母親以外の長育者がよ
く子どもにかかわっている家庭では， i人見知りJの出
現が逐く ，かっその終了が早いと述べている。 ζのζと
は例外的な子どもの場合を除いて，保育所児によくあて
はまる現象でもある。
次IL，本研究では， i訪問者Jが対象児のいる保育室
へ出かけていって働きかけをお乙ない，その反応をみる
という方法をとっている。見慣れぬ実験室場面での「人
見知りjの調査にくらべ，ζの方法では，予想以上lζ
「訪問者」に対して乳児の側に受容的な態度が認められ
た。償れた室内であり ，費量れてはいても仲間の存在が感
じられる乙とが，乳児たちの「訪問省」への愛.jj'行動を
支えていたと考えられる。観察開始当初， i訪問者J1ζ 
継続して積極的な愛着行動を示し，やがて「人見知りJ
の時期IL大泣きをして明艇に「訪問者」を回避した乳児
たちは，回復後は一層積極的に「訪問者Jに再び愛着行
動を示す傾向があった。また，比較的日月齢で「訪問者」
11:.<アタッチメン ト・ マイナス>を示した乳児の場合も，
時聞が経過し少し慣れてくると今後は自分の方から「訪
問者JK近寄ってくるといった姿が認められた。乙のよ
うに保育所乳児は見知らぬ「訪問者」に対して，多少は
警戒しつつも比較的容易に愛着行動を生起させ得る存在
である。保育所における集団保育はそれを支える人的 ・
物的要因を有しているし，乳幼児たちに乙のような特性
がなければ本来保育所は子どもたちを集団の中ですζや
かに育てる乙とができないのである。
乙の期間を保母の媒介で上手にのりこえる ζとで，保育 IV.税児の愛着形成を考える
所保育は子ども閣の愛着形成iζ大きく寄与できる可能性 前節まで「保育所乳児」の愛着行動の変化過程を，対
をもつので・ある。 象者ごとにみてきた。 i母規Jという唯一人の人だけを
愛朽の対象にするという「母子関係」強調の考え方を趨
血. i訪問者Jに対する 「人見知り」の出現と消失につ えて，乳児たちの愛着行動の多様性がそとには認められ
いて た。乙のように，0歳時から母親だけと一日を過すので
母子関係重視の立場から，従来保育所児は，早期に母 なく ，他の大人(保母)や他の子どもたちとも生活を共
親との分離体験をするために， i愛着Jと表裏の関係で にする経験が与えられるなら，乳児の愛着行動の幅は確
ある「人見知りJをしないのではなb、かということが通 実に拡大していくのである。乙のような事実はまた，子
説としていわれていた。しかし乙れまでみてきたように， 育ての歴史をさかのぼるならば，地威共同体が緊密lζ子
保育所乳児においても親との愛着形成は実証されている どもの保育にかかわっていた時代や，大家族制度の中で
し6)自〉，本研究の量膝魁8からも， r訪問者Jを回避し， 乳児が多くの人の手の中で育てられてし、た頃には，普遍
「保母Jを求めるという行動κよゥて，ほとんと、の乳児 的1:.認められていたと推測できるのである。絞家族，雇
(8 ) 
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周労働者家庭が地加し，母親が育児を個別κ担う形態が
一般化した現代社会であるから乙そ，乳児の愛着の対象
が「母線J1ζ単一焦点化してし、かざるを得なくなったの
ではないか。母子関係重視の考え方は，家族の形態や育
児の形態の変化の中から出てきた可能性が強い。
さて，家庭保育児における父親への[愛着Jを調査し
たものとしてLam，M.E.らの研究13)があげられる。
かれらは生後8カ月児の家庭において両親と対象児のか
かわり合いを観察し，母親と同じく多くの父親が乳児の
愛~. (の対象として選ばれている ζとをあきらかにした。
父親は家庭外で就労し，母親は主婦専業と役割i分担をし
ていても.父貌がよく子どもの遊び相手になっている家
庭では，父観への愛着が形成されているのである。
-Jj，共働き家庭1<:おける筆者の身近な例では，父親
が母朝以上ILflf極的に乳児の保育にかかわっても、る場合，
父親の方によりー届愛着行動を示したという乳児が珍し
くない。 ζうしてみていくと，乳児にとって重要である
のは，r母子限l係」の「母子Jや「父子関係Jの 「父子J
なのではなく ，後者の「関係jの有りょうであるζとが
あきらかになってくる。 乳児の愛着行動を育てるものは
乙の「関係」 の実際なのである。最近の乳児研究では
「相互作用」というぷ現で乙の「関係」をとりあげる ζ
とが多くなっているが，たしかに乙の乙とばの方が両者
のありょうを一照明瞭にあらわしている。
さて，iHi'省に身辺の世話をしてもらわなければ1基本
的な生活が維持できないのがro歳期」である。乙の時
期の育児においては，長低限，食事と排t世の世話が生存
のために必要である。例えば「うつ症状J1ζ悩む母線で
あっても，乙の段低限の世話だけは何とか続けている乙
とが多いのである。生後3カ月になると乳児は養育者や
周囲の人の顔1<:関心を向け， 笑L、かけてくる。鴨語も発
生する。乙れらは人間の乳児IL，生存するために備わっ
ている生得的特性であるとされている。愛着行動の出発
点である。しかし，もし育児行為が最低限の世話のくり
返しであればどうであろうか。乳児は早晩，応答の成立
しない「関係」をあきらめ，求めなくなってしまうだろ
う。そして，歩行の時期κは，ζちらが相手をしようと
しても応じず，一方的な関心を人や物に寄せたり ，新奇
なものを追って多動するという，r愛着」の希薄な子ど
も特有の傾向を見せるに至る。
つまり.相互作用であるとか，応答的な関係というも
のには.相手の出かたを待って楽しむとか，自分の~!IJか
らの影得力だけではく ，相手からの働きかけを期待する
部分がある乙とが重要なのであるが， r愛着行動jのみ
られぬ子どもにはそれが乏しいのである。
( 9) 
それでは，愛着手形成を進めるためには何に留怠すべき
であるのか。本研究の観察結果で指摘したように，その
ためには 「遊ぶ」場，r遊ぶJ関係の確立が第ーである
と身えられる。 r愛着行動jのみられぬ子どもたちは，
母籾に育てられていたにしても.その生活ILおいて応答
的な「遊び」経験を積んでいない例が多いのである。そ
の上，r遊ぶJ関係は， 一緒に遊ぶ 「イ中間Jをもたない
ために，籾以外の人間関係の中にも乏しし、。 r遊び」や
「仲間」を求めて養育者が積極的に行動をお乙さない|浪
り， 0成期の子と'もたちは自分から環境を作り出す乙と
はできないのである。 例えば 「人見知りJ反応一つをとっ
てみても，貌をとりま く人間関係が何らかの影響をおよ
ばすであろう。 0歳時ICr人見知りJを経験するという
乙とは，それなりの他者との出会いがある乙とを意味す
る。少しずつ人見知りを克服して，母親を安全基地とし
ながら積極的に愛着行動を鉱大していく可能性が，乳児
の周囲の人間関係の中にあるのかとずうか。問題は乙のあ
たりにも隠れているのである。
絞家族においては，大事なもう一人の養育者である父
籾たち，かれらは乳児の愛着の対象たり得ているだろう
か。 毎晩袋業のため帰宅が遅い父貌が，たまに我が子を
入浴させようとすると，子どもに大泣きされてしまった
という話を若い母親から聞かされた。父紛が多忙で子ど
もの相手をする時間的余硲がなく ，かっ母親の長育行動
が適切さを欠く場合，乳児は愛着をむける対象をもたぬ
ままその形成を閉まれるおそれがある。
「子どもと遊ぶJ，乙れは簡単なようで実際には容易
ならぬ乙とである。乳児の身辺の世話はしていても，乳
児と遊ぶためには養育者の側に精神的なゆとりがなけれ
ばならなb、。役割分般をし，日中家庭に不在の父親であっ
ても子どもの愛着の対象に選ばれるζとがあるという事
実は，接触時聞は短くとも，子どもと遊ぼうとする試み
が重要なのであるζとを示唆している。
愛イヲの形成を進めるためには，乳児と向き合い，遊ぼ
うとする廷育者の視座が不可欠なのである。さらにはま
た，存在そのものが「遊ぶ人間Jである「仲間」 と/JI会
わせ，陵触する経験を保障する乙とも考慮すべきである。
他の遊ぶ子どもは，乳児の関心を大きく誘い，愛.jj'行
動をひき出す。かれらの行動は，自然でありのままであ
るだけに一層対象児にとって魅力的であるようである。
仲間集団の中で育ち合う経験が愛宕の形成Ir.寄与する可
能性に，もっと私たちは目を向ける必要があるのではな
いだろうか。なお，乙の点については今後さらに検討を
加え，稿をあらためて詳述したb、。
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まとめと今後の課題
保育所において，乳児たち(月齢1カ月21日-7カ月
9日)が f保母Ji仲間Ji訪問者(見知らぬ人)Jに
どのような愛着行動を示すかを，2週間に一度ずつ平均
14回継続して観察した結果を述べてきた。
それらを要約すると，
1. i保母」や「仲間JIL対しては，保育所乳児たち
は，観察期間中ひきつづき肯定的な愛着行動を示した。
2.生後6カ月頃までは，かれらは「訪問者JIC対し
ても，他の二者に対するのと閉じ愛着行動を示した。
3. 7.6カ月頃，かれらの6割が，人見知り反応であ
ると乙ろの不快反応を「訪問者JIC対して示した。しか
し数カ月 (1-4カ月)後にそれらは消え，再び他二者
1:対するのと閉じ愛着行動を示すようになった。一般に
保育所における自由遊びの場面では， i訪問者J1:対し
でも，乳児の態度は受容的であった。
以上の観察結果をとおして，乳児の愛着形成を進める
ためには， r遊ぶ」関係の確立が重要である乙とが考察
された。今後の課題としては，さらに愛着形成における
「仲間J関係の意義について検討する ζとがあげられる。
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Summary 
Observation in regarding free playing was made of 15 nursery school infants (ranging age from 7 weeks to 29 weeks) 
to see what kind of attachment behavior they exhibited toward nursery teachers， peers， and visitors (strangers). 
The observation w司scarried out regularly once every two weeks， over a period of 7 months with a total of 14 times. 
ηle results are as follows: 
(1)ηle infants went on present加gpositive attachment behavior toward nursery teachers and peers during the period 
of observation. 
(2) The infants， before they reach 24 weeks showed the same attachment behavior toward visitors asthey did toward 
nursery teachers and peers. 
(10) 
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(3) When they reach the age 24 or 28 weeks， 60% of them showed anxiety toward visitors. However， these reactions 
disappeared after several months， and the subjects began to show the same attitude as they did toward the other 
two groups. 
Generally， the infants attitudes in free piaying were acceptive and gentle， even toward visitors 
、 ，
?
???、
